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First of all
はじめに

このたびは発表の機会をいただきまして誠にありがとうございます。

ASAM 庄井様をはじめとしたOpenDrive(以下 ODR) Concept Projectのメンバーに厚く
お礼を申し上げます。

発表時間と紹介できる内容に限りがありますが
今回の機会を通じ、より多くの企業様にASAMデータ標準化への参加をご検討いただけますと幸いです。
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活動参加の狙い🚘
Purpose of taking part in this project 

ADAS・自動運転開発を取り巻くシミュレーションツールの状況

• 自動運転開発への適用を目指し、シミュレーションツールは老舗から新世代まで増大の一途。
• 各ツールが用いる地図などのデータ構造は様々である。
• OEMとしては特に地図やシナリオデータは統一し、検討目的に応じてツールを活用したい(↓図)。

SimツールAを使う人

SimツールBを使う人

SimツールCを使う人
OpenDrive

File

OpenDrive
File生成

OpenDrive
生成の元情報



活動参加の狙い🚘
Purpose of taking part in this project 

ADAS・自動運転開発を取り巻くシミュレーションツールの状況

• また、共通の地図データFormatとしてOpenDRIVE1.4(活動当時最新)の活用が挙げられているが、
表現できる内容に制限が多い。 例）Junctionの表現

• さらに、ツールによってはImport不可能なアトリビュートも存在していた(↓表)。

ODR1.4 Attribute 車両Sim A 車両Sim B 某Sim C

道路形状 🙆 🙆 🙆
レーン数 🙆 🙆 情報欠落

速度制限 🙆 Import不可 Import不可

信号機 🙆 ↑ ↑

RoundAbout 🙆 🙆 🙆 🙆：O.K.



活動参加の狙い🚘

OEMメンバーの参加目的

Purpose of taking part in this project 

• 自動車業界のデータ標準化活動に参加し、協調領域として扱う事で
シミュレーションツールの整備業務や活用を効率的に実施できるよ
うにする。

• 各社の活用要望をコンセプトに反映し、
社内外・業界横断でシミュレーション適用領域の拡大に貢献する。
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活動の概要
Summary

活動全体の振り返り(OEM視点)

Japanese OEM Member’s ActivitiesConcept Project Phase

1.Define WorkPackage

2.Japan WP04 : International 
Traffic Sign Model

Project scope(各社の視点や要求）

3.Consider more specific 
contents

Use case : International Traffic Sign Model
(標識モデルが対応するユースケースの決定)

Defining Semantics data architecture
[Semantics(意味論)のデータ構造案作成]

4.Write the concept paper
(only WP04 Concept E)

Write the “Semantic concept” to an adoc file 
(コンセプトペーパー記述：主にConcept E)

OEMメンバー(敬称略)🚙🏎🚘
トヨタ，ホンダ，マツダ
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1.Define WorkPackage：Concept Kickoff Meeting参加

・kickoff meetingへ参加。Feature，Requirementを前提に大まかな活用事例を描き、
会議の場で紹介。→ WorkPackage(WP)の内容に盛り込みたい

Introduction of our activities

(再掲：活用ステップ イメージ図) (各ツール適用状況と範囲拡大)

OEM活動の紹介



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

2.Japan WP04 : International Traffic Sign Model

• 日本OEMによる標識モデルのユースケースレベル定義を行い、
ODR2.0コンセプトPrj.メンバー(国内外＆以下 Prj.メンバー)と合意。

標識モデルが持つ情報
・位置
・大きさ
・種別
・意味(Semantics)

レベル1：位置、大きさ、
種別情報を用いる事例

レベル2：意味論
(Semantics)情報を要す
る事例



各活動の紹介
Introduction of our activities

2.Japan WP04 : International Traffic Sign Model

制御系機能テスト、
認知機能テスト、認証

ユースケース
をレベル分け

• 日本OEMが標識モデルユースケースを提示し（シミュレーションを用いたテスト事例）、
下記活用事例に見合うデータモデルを作成する事をPrj.メンバーと合意。



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（活動背景）
検討実施の背景：ユースケースでSemanticsを扱うための作業方針事例を提示(この時点では実施未確定)

→ Prj.メンバー全体の議論を経て着手することを決定。

Semantics実装には国家や地
域の交通標識の違いをいかに
表現するかが重要



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（可能性検討）

交通標識のPictogram(図記号)、Semanticsを構成要素として
階層構造で定義できることがわかった

(論文で得た知見）
①：ピクトグラム(標識イメージ)情報の特徴に対する意味論
の概念体系を構造的に表現している。
②：ピクトグラム−情報のマッピング−意味論 の体系を関
連付けてOntologyとして表現できる。
③：Ontologyにより、ピクトグラム、意味論の特徴を形式的
に表現することができる。
④：共通/可変性もOntologyモデルで分析できる（見込み）。

Formalization of the semantics of iconic languages: An ontology-based 
method and four semantic-powered Applications Fig.5より抜粋



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データ構造分析＆作成）

日本

ドイツ



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データ構造分析＆作成）

標識の視覚的な特徴と意味の特徴を分解し、把握する

ピクトグラム構成要素の分解例
Semantics構成要素の分解例



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データ構造分析＆作成）
共通・可変性分析表

標識の視覚的な特徴と意味を分解し分析表に記述し、
意味が共通または変化する視覚的特徴を把握する。

共通要素：各国共通
可変要素：お国ごとに異なる

日本の規制標識をベースに記述し、意味がほぼ同じ標識を比較。
→ 25/60の標識の意味がほぼ一致。これに対し分析表を作成。

傾向：
・同じ意味でも、図記号(Pictogram)は違いが多い。

程度に差はある(全く異なる、左右対称など)
・色は「最低速度」を除き同じ(色合いは日本明るめ、ドイツ暗め)
・信号意味の分類は異なる。

ドイツは細分化(規制・指示・優先・義務・・・)、
日本は「規制」でひとくくり。
規制・指示の混合のように見える。



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データ構造分析＆作成）

表現方法：フィーチャモデルの導入



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データモデル作成）

意味の分解、共通・可変性分析図表をもとに
Pictogramフィーチャモデルを作成



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データモデル作成）

意味の分解、共通・可変性分析図表をもとに
Semanticsフィーチャモデルを作成



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データモデルの解釈：上位階層）

Pictogram Semantics



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（データモデルの解釈：下位階層）

Pictogram Semantics



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture
（グループ化による可変部分の実装）

「サブグループ」を設定し、国家や地
域ごとの意味や標識記号を割り当てる



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（PictogramとSemanticsの関連付け）

各データ構造を関連付けし、カタログDBシステムに実装する

Pictogram
フィーチャモデル

(データ構造)

Semantics
フィーチャモデル

(データ構造)

関連付け体系
(マッピング)



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

3.Consider more specific contents

• Defining Semantics data architecture（PictogramとSemanticsの関連付け）

データ構造を変更することなく複数の地域の道路標識の標識と意味を関連付ける

国・地域ごとに
マッピング情報を持たせる



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

4.Write the concept paper

• Semanticsに関する部分(Concept E)についてコンセプトペーパー記述

Japan meetingで議論、合
意してきた内容をもとに

Adocファイルを作成
Previewを確認しな
がら作業を行う



OEM活動の紹介
Introduction of our activities

◇Summary of OEM activities

• OEM活動まとめ

Phase(活動段階) Objective(目的) Deliverables(成果物） Achievement(達成状態)

1.Define WP 各社各々の要求を洗い出す ・各社スライド ・Prj.メンバー共有完了

2.WP04 activities 標識データモデルの活用範
囲(ユースケース)を規定す
る

・ユースケース表現
・活用事例表
・標識情報活用レベル

・Prj.メンバー共有完了
・Projectで合意完了

3.Consider more 
specific contents

意味論を使うレベル２の
ユースケース実現コンセプ
ト提示による適用範囲拡大

検討資料
- 共通可変、標識分析
- フィーチャモデル

(共通/可変データモデル)
- グルーピングコンセプト
- マッピングコンセプト

・JAPANメンバー内
提案、議論

・Prj.メンバー共有
・Projectで合意完了

4.Write the concept 
paper

Concept Eの記述 ・Concept Paper draft コンセプト承認完了
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Conclusion

• OEM各社の考えを持ちより、WP設定やその要件定義に反映する事ができた。
• 割り当てされたWP活動も各社それぞれの視点から議論を展開し主体的に活動した。

• OEMメンバーでユースケースとそのレベルを規定できた。
• 日本メンバーで規定した標識モデルのユースケースをPrj.全体で合意できた。

✔コンセプト活動全体会議への参加

✔標識モデルコンセプト活動

• ユースケース実現のためにSemanticsの活用事例を示し、実装可能性を検討した(内容は日本メンバーで議論)。
• 海外論文のideaを参考に、日本とドイツの交通標識を対象に分析を行い、要求工学的な側面から

データコンセプトを提示できた。
• Semanticsコンセプト提案内容をコンセプトペーパー(WP04 Concept E)としてOutputした。

https://www.asam.net/index.php?eID=dumpFile&t=f&f=3907&token=fffa694711f0cd3cc37e61f38587b3a308e9a720#catalog-database_wp04

• ODR1.8のStandardization Projectにて2.0より早出しで“Semantics Traffic Signs”としてProposalに採用された。
https://www.asam.net/project-detail/asam-opendrive-v180/#backToFilters

✔適用範囲拡大へのチャレンジ

まとめ



Thank you !!
👿 👷


